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Key w o rds 大腿骨骨頭肥大 , Co x aM agn a! 大腿骨骨頭過形成
犀々 の 病的股関節状態 に お い て 発 生す る と 言わ れ て
い る大腿骨骨頑肥大 は , 最近特に 注目を集め て い る問
題 で あ る . こ の 問題 に 対 して , そ の 定義や 表現方法 な
どの 基 本的事柄が 一 定 して い な い た め , 報告 者に よ っ
て大腿骨骨頑肥大 . c ox a m agn a. 大 腿骨骨頑過形成 t
と い う 種 々 の 名 称 が 用 い ら れ て き た . 1935年 ,
Fe rgu s o nら
1 }2)は大腿 骨頚部周辺 の 硬化性病変 に よ る
循環障害が骨頭骨端線 へ の 栄養障害を生じ , そ の 結果
CO Xa plan aが 発生す る と 報告 し , こ の 循 環 障害 が
CO X apla n aを 惹起する はど 重篤 で な い 時IF大腿骨骨
頭, 頸部の 拡大を起す もの に 対 し , C O X a m agn aと命
名した ,
大腿骨骨頭肥大と は骨頑すな わ ち大腿骨中枢端の 関
節軟骨 によ っ て 被覆 さ れ て い る部分が 肥大 してrく る も
の で , そ の 範囲は関節包内の 骨 , 軟骨 に限 られ た もの
で あり , 又 , C O X aPla n aと は厳密 に 区別 され る , 大腿
骨骨頑肥大は先天股脱 の 観血的整復術後 , あ る い は保
存的整復後に し ば し ば認 め られ , 時に 化膿 性
3)
, あ る い
は 山 過 性股関節滑硬膜炎ト 6)に 引き 続 き発生す る , 先天
股睨の 観血的整復術後 に 認 め られ る 大腿 骨骨頭肥大に
つ い て ,坂 巻ら7Iは手術侵襲や 臼 童形成不全が密接に 関
与す ると述 べ , 畠中鋸 は観血的整復術に お け る 関節唇切
除群に お い て 大腿骨骨頑肥大が高率に 発 生し た と報告
し, 臼蓋形成不全が大 きく 関 与し て い る と述 べ て い る ,
一 方, 岩崎ら9鳩 , 手術侵襲に よ り syn o vitis が起り ,
それに 伴 う大腿 骨中枢部の 血流増加 が発生の 原因 で あ
り, 臼蓋形 成不全 は大腿骨骨東肥大 の 結果 で あ る と述
べ て い る , 又 , 松尾 佃 は , A. cir c u mfle x afe moris の
結 毅. あ る い は 大腿 骨骨頭靭帯切除に よ る血流の 変化
が大腿骨骨頭肥 大に 関与す ると述 べ て い る ,
一 方 , 実験的研究 に つ い て . 畠中
1 1
は助若衆兎股関節軟
骨性臼蓋 ( 人の 関節唇 に 相当す る部) の 部分的切除を
行 い , 大腿骨骨東肥大 . 骨頭扁平化 , 大腿骨頚部前捻
増大等を高率 に 発生 させ た , 又 ,長谷川 ら1 2Iは生後 1 ～
2週 の 家 兎股関節包切除 , 関節唇切除を施行, 術後6
過 で C O X a m agn aの 発生を 認 め , その 原因と し て 手術
操作 に より 股関節 に 充血を惹起し , 骨頭 へ の 軟骨下経
路か らの 栄養供給を増加さ せ , 同時 に 関節唇切除 や円
靭帯切除等 に よ っ て 関 節腔 が拡大 し, そ れ に よ る
de co mpr e s sio n が c o x a m agn aの 発生 を 助長 す る
と述 べ た
.
一 方 . Ge rschu ni- Go rdon ら1 8)は幼君家兎
股関節に Su rgicaltalc を 注入 し , 大腿骨骨頑 , 臼蓋の
肥大を作製 した . 肥大は関節軟骨部の hype rpla sia に
よ る もの で , 軟骨 細胞及び軟骨基質の 過 形成 で あ る と
報告 して い るが , そ の 詳細 な組織像に つ い て 記 載が 行
わ れ て い な い .
著者は 今回関節内に異物 を注入す る 2種の 実験 を行
い , 大腿骨骨頭肥大と の 関係 とそ の 成因 に つ い て 検討
を 加え た . 第 1 に , 先天股脱整復術 に み られ る大腿骨
骨頑肥大 は , 手術侵襲 を加え た場合に 多発 す ると こ ろ
よ り t 手術 の 際に 使用 す る ゴ ム 手袋に 付着 して い る外
科用 タ ル ク が 股 関節 に 何 らか の 影響 を与え るの で はな
い か と考 え , 外相用 タ ル ク を 幼若家兎股関節包内 に 注
入 す る実験 を行 っ た . 第 2 に , ペ ル テ ス 病の 治療方法
の 一 つ に
, 扁 平, 壊死 に 陥 っ た大腿 骨骨頑の 修復を促
進 す る た め に , 臨床的 に 股関節に 肝油注入 を 行う 方法
An Experim entalStudy on Hy pertr ophy of the Fem o r al Head by the Intra-a rtic ula r
Injectio nof Fo reign Substa n c ein the Infa ntile Rabbits. Taka o Nagaji, Departm e nt of
Orthopedic Su rgery,(Dire ctor: Prof. S. No m u ra)Scho ol of Medicin e, Ka naza w aUni-
V e rSity.
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を 辻 らI 4}や Be renyi
t 5一 が報 告し て い るが , 肝油が 大
腿骨骨頭の 修復を促進する な らば , 大腿骨骨頑肥大 の
発生 に 対 し て も何 らか の 影響 を与え る か も し れ な い と
考 え ,幼君 家兎股関節 に 肝油 を注入 す る実験 を行 っ た ･
動物 は 術後1 週毎に 屠殺 し , 大腿骨骨頭 , 臼蓋の 計 測 ,
及 び レ ン ト ゲ ン 撮影を施行,病 理組織学的に も検索 し ,
療に 関節軟骨の 変化と大腿骨骨頭肥大の 関係 を調 査 し
た .
材料 及 び 方 法
1. 実験材料 : 生 後 2 ～ 4 週 まで の 体 重 120～
300g の 白色幼若家兎 50羽を 使用 し た ･
2 . 実験方法 : エ ー テ ル 麻酔下 で , 幼君家兎右股関
節管外側 よ り関節包 に 達 し ,Ⅰ群 で は 外科用 タ ル ク(珪
酸 マ グ ネ シ ウ ム) の 生理 食塩水懸濁液( 30%), Ⅱ 群で
は市販の メ ガ ネ肝油を そ れ ぞ れ 関節包が膨隆す る ま で
(約0.2 山) 注入する . 注入後 , 筋膜皮膚縫合し, 術
直後よ り下肢の 自由な運動 を許 し た . 術後 1 週毎 に 実
験動物を屠殺 し , 術後 6週 ま で 観 察 し , Ⅹ 線 撮影 , 肉
眼 的観察 , 大腿骨骨頭 , 臼 蓋の 計測 を 行 っ た後 ,10%中
性 ホ ル マ リ ン に て 固定 . E D T A･form ol脱灰 法に て 悦
灰 し , パ ラ フ ィ ン 包理 の 上 , 切片標本を作製 した . そ
の 後切片 に H-E 染色 , S afranin-0 染色 , tOluidin -
blu e染色を ほ ど こ し , 病理 組織学的検索 に 供 した . X
線撮影 は Kodak X-Om at M film (微粒子 フ イ ル ム)
使 軋 35 KV ,50m A ,3se c, 照 射肢位は (Fig. 1)の 如く
行 っ た . 肉眼 的計測に は1 /20m m ま で 測定で き る副尺
付ノ ギ ス で , Ⅰ 群 27羽中 21羽 , Ⅲ 群 23羽中17羽の
骨頭臼意の 各部位 を 3 匝Ii則定 し , そ の 平均値 をと っ た .
残り 12羽 は骨頭 , 臼蓋 ,関 節包 を 一 塊 と し て 取り 出し,
組織学的検索 に 供 し た の で 測定不能 で あ っ た . 各測定
値 よ り骨頭肥大 化指 数及 び種 々 の 増 加率 を求 め た
(Fig. 2). な お , 左 股関節を対牌群と した ■
成 績
1. Ⅰ群 (珪 酸 マ グ ネ シ ウ ム 注 入 群)
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肉眼的計測 は 21 動こ 行 っ た(Tablel). 肥 大の 程度
をみ る 為に , 手術側骨頭 の 桟径 × 縦径 × 高さ の 積を 対
贋群の 同じ積 で 除 し , 100倍 した 数値を骨頭肥大化指
数と規定す る と . 21羽 中20羽 (95%) に 1 00 以上の 数
値を示し た .
一 見明 ら か に 大腿骨骨頭肥大を 呈 す る も
の , す な わ ち肥大化指数 120 以上 は 12羽(57%) で あ
っ た . 大腿骨骨頭肥大 は術後 2 過 よ り 認 め, 肥大を 呈
する例で は 4 ～ 5週群 に お い て 肥 大の 程度が 最 も大き
く , 6過群 で は肥 大 の 程度が少な く な る傾向が み ら れ
た.
骨頑扁平化 を み る為 に , 骨頭縦径増加率 ( 手術側の
縦径と健側 の 縦径の 差 を健側の 縦径で 除 し , 1PO 倍 し
た数値) と骨頭の 高 さ の 増加率 ( 手術側の 骨頭 の 高さ
と健側の 骨頑の 高さ の 差 を健側の 高さ で 除 し 100倍 し
た数値) を用 い て 調 べ て み ると (Fig. 3), 骨頭縦径増
加率 が高さ の 増 加率より 高 い 例 ( 差が 5% 以 上), す な
わ ち骨頭扁平化 を意味す る もの は3例 で あり , 逆 は 7
例に 認 め た . 残り 11例 は ばぼ 球形 に 肥大 して い た .
関節包 は術後 2 過 以後に 背側部臼蓋の 付着部の 肥厚
を認 め , 肥 厚 の 程度 は骨頑肥大の 程度 と ほぼ 関連を有
し て い たが , 経時的な 関係は見い 出せ な く , 腹側部臼
蓋の 付着部及 び他の 部位は健側 と同様で あ り , 変化を
認 め なか っ た . な れ 肉眼 的に 関節包の 充血 の 有無 は
判別 し得な か っ た .
大腿 骨骨頑の 光沢は術後 1過 で は健側と同様 で , 色
は蒼白色を 呈 し , 術後2 週, 3過 で 光沢 を減 じ , 白色 を
Fig. 2. M ethod ofn aked- eye m e aSu r e m e nt
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呈 し て い る . 術後 4週群以降 は更 に そ の 程度 が 強く な
り , 荷電面 の 骨頭軟骨面 は粗造 で あ っ た (P boto s
l,2).
追) 臼蓋
臼善部は術後1 週で は 健側 と殆 ど同 じ状態を 呈 し ,
術綾 2濁以後 で は日登背側部が臼蓋腔 に 一 致 し て , 臼
書 内腔 の 拡大 を思 わせ る様 に背側 に 膨隆突出し , そ の
程度 は骨頭肥大 の 程度 と比例 し , 骨頭肥大例の 全例 に
認め た (P hoto 4).
臼玉内陛 は術後1週で は変化を 認 め な い が , 2 週 以
後 で は 日豊軟骨表面が粗造で . 光沢を 減 じ , 大腿骨骨
頑肥大の 程度が大 き い 程そ の 程度 が強 か っ た (P hoto
3 ).
臼玉 辺 緑の 軟骨性臼蓋 (す な わ ち人の 関節唇 に相当
す る 部) の 幅の 増大を測定値 より 検討す る と (Table
2), 背部の 軟骨性臼蓋 の 幅 の 増大 を認め , 増 大の 率は
8 ～ 133%で , 50%以 上 は 21例中13例 (61.9%)で あ
り , こ れ ら の も の は骨 頭肥 大化指数 12 0 以上の 骨頭肥
大を伴 う もの 12羽と , 骨頭肥大化指数1 18.2 を呈 する
例 で あ っ た(Table sl,2). 骨頭肥大 と軟骨性臼葦の 幅
の増大 と の 間に は危険率 5%(α = 0.05)で r = 0.863
を 呈す る相関関係 を認 め た .
臼蓋内腔 の 径 を横径( 東側一足側)､ 縦径 (背側 一 腹
側)に 分 け る と . 横径 は 16羽 に 拡大 を認 め , 拡 大率5%
以上 は 12羽 (5796), 縦径 ほ 19 羽に 拡 大を 認め . 拡大
率 5% 以上 は 15羽 (7 1.4%) に 認め , (構 径+ 縦径) ×
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5.75 6.2 5.6 6.0 5.2 5.45 12 1.
C-22 ノ5.5 5.6 5.5 5.7■ 4.45 5.2 12 0.3
C-3 1 ■5.9 6｣3 5.7 6.ゴ 5.6 5.4 1 13.8
d_ 3
3 W
6.5 6.8 6.2 5 6. 5.4 5 .7 116.
C-13 6.2 7.0 6.0 6.1 .5.1 5.4 12 1.5
C-ユ0 6.0 5.85 6.2 6.5 4.8 5.8 12 3.5
C- 5 6.4 6.4 5.95 6.0 5.2 5.65 10 9.6
C-4 W
4 W
6.9 ■7.6 6.4 ~ 7.0 ■6.4 7.0 1 31.2
C-2 9 7･.
3 7.9 7.0 7.8 6.7 7.4 1 33.
C-30 .6.6 7.2 6.2 6.5 5.4 6.6 1
39.8
C-1Z 占.6 7.2 6.5 5 6.4 5 5.4 6.5 129.3
C-24
5 W
7.8 8.占 7.4 5 鱒･6 6.55 7.4 148.8
C-2 5 7.0 7.8 6.4 7.4 5.8 6.0 1 33.
G lO 7.5 5 8.0 7.2 7.2 6.8 7.1
1 10.7
C-5 W 7.2 7.6 6.8 7.0 7.0 7.0 1 08.6
C･21
6 W
7.4 8.r■ 7.2 7.9 6.4 7.0 13 1.3
C･2 3 7.4 ･ 8.1 . 7.0 7.4 6.5 7.1 126.4
C- 11 7.2 ■■8.0 7
■
.5 7.4 6.2 6.6 1 1(i.7
C･6 W ･ 7.9･ノ 8.5 7.5 7.4 7.5 8.35 1 18.2
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F短. 3. The in cre asing r ates of both the v ertical
dia m eter a ndtheheightofthehead of thefbm u r
fo u nd in the surgicaltal¢-iI函Ctedgr o ups.
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Fig･ 4･ T he relatio n ofthe hypertr ophy ofthe
he ad ofthe fem u r and the c avity ofthe ac er
tabula r r o of fbu nd sho w nin the surgical talc-
htjectedgro ups.
Table,2. Meas u r ed v alu e s ofa cetabular r o of5 insu rgic altalc
-irtje ctedgro ups
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1.0(m m) 1.0(m m) 0 % 5.8(m m)5.8(m m) 6.0(m 叫 6胡 m m) 0 %
C･1 W 0.9 0.8 1ヱ,5 % 7.8 .`8 7.8 7.0 13.0 %
C･2
2 W
1.4 0.8 75.0 % 6.7 6.1 6.8 6.1 10.7 %
C･2ユ 2
.0 1.2 66. % 6.£5 6.0 6ノ･6 6.2 10.25傑,
C･31 1.1 1.1 0 % 6.1 6.0 6.5 6.45 0,4 %
C･3
3 W
1.2 1.0 20 % 7.5 7.3 7.1 6.さ 3.5 %
C-13 1.6 1.0 6 0 % 7.2 `.4 7.5 6.8 11.4 9乙
C-20 1.5 0.9 67 % 6.8 6,0 7.6 6.9 11.6 %
C･5 1.0 1.0 0 % 6.0 5.9 6.1 6.1 0.8 %
C･ヰW 1.5 d.s 87 % 7.5 7.0 8.0 6.8 12.3 %
C･29
4 W
3.0 1.3 131 % 臥4 7.2
‖
8.6 7.3 17.2 %





7.6 6.9 7.2 7.ヱ 5.0 %
14.7 %C-24 2.2 8.9 7.& 9,0 7.$
C-25
5 W
2.8 1.2 133 % 8.6 7.1 臥3 7.5 15.8 %
C･10 1.5 1.2 25% 8.2 8.0 8.6 8.2 3.7 %
C-5 W 1.5 1.1 36 % 7.6 7,2 8.2 8.0 3.9 %
C-21
6 W
2.7 1.3 107 9ち 8.8 8.0 8.7 7.£ 10.8 %
C-23 2.3 1.3 77 % 8.0 7.6 8.6 8.0 (i.4 %
C-11 1.4■ 1.3 8 % 8.0 8.0 8.0 8.0 0 %
C一石W 1.8 1.2 5 0% 9,0 8.2 7.4 7.4 5.1 %
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1/2で は 14羽(6.7%)に 5% 以 上 の 拡大率 を認 め る .
こ の 14羽 は骨頑肥大化指数 120 以上 を 呈 す る 12羽 と
骨頭肥大化指数 116.6,118.2 を 呈 す る 例 で あ っ た
(Tab le sl,2). 大腿骨骨頭肥大と臼蓋内腔の 拡大と の
間に は r = 0.728の 相関関係を(Fig. 4), 臼 蓋内腔 と
背部軟骨性臼蓋 の 幅の 増大 との 間 に は r = 0.702の 相
関関係を そ れ ぞ れ危険率 5%(α = = 0.05) で 認 め た ･
以上よ り t 大腿骨骨頭肥大 と臼蓋内腔 , 背部軟性臼
蓋 の 幅の 増大 との 間に は相関関係 を認 め た .
← c → l
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2) Ⅹ 線学的所見
計測 は大腿骨骨頭の Ⅹ 線写真を 2.5 ～ 3 倍 に 拡 大
し て 普通 写真に 撮り , そ の 普通 写真の 健側 と手術側の
同 一 部位を 1/ 20m rnま で 測定可能 な ノ ギ ス で 測 り , 各
数値を それ ぞ れ の 倍率 で 除 し , 各測定値 より 軟骨性骨
頭 , 骨性骨頭の 肥大化指数及 び軟骨層の 増加率を求め
た (Fig. 5). 計測 は 21 羽に 行 っ た (Table 3). 骨頭
肥大化指数90 ～ 110を不変 , 指数 110 ～ 120 を軽度の
肥大 .120 以上 を 肥大 あ り , 軟骨層 の 幅の 増加率-5 ～
5% を不変 , 5 ～ 10% を軽度 の 増加 , 10% 以上 を増加あ
り と規定す る と , 1週群 で は軟骨層 の 増加 を 2例中 1
例 に 認 め る が , 軟骨性 , 骨性骨頭 の 肥 大は認 め な い .
2過群 で は骨性骨頭の 肥大 は全例認 め な い が , 軟 骨層
の 幅が , 健 側に 比し て 26.1 ～ 43.9% の 増 加を 認 め ,3
例 中2 例に 軟骨性骨頭肥大 . 1 例に 軽度の 軟骨性骨頭
肥大 を 認 め る(P hotos 5.6,7). 3 週群で は 4例中3例
に 軽度 の 骨性骨頭肥大を 認 め , その 内2 例に 軟骨性骨
頭肥大 , 1 例に 軽度の 軟骨性骨頭肥大を 認 め る . 又, こ
の 3 例は 17.4 ～ 26.8%の 軟 骨層 の 幅 の 増加 を 認 め
る . 残 り 1例 は骨性骨頭 , 軟骨性骨頑肥大及 び軟骨層
の 幅の 増大卑認 めな い (P hoto 8). 4 週群 で は骨性骨
頭 t 軟骨性骨頑肥大 を 4例全例 に 認 め る が , 軟骨層の
幅の 増加 は8.0 ～ 16.7% で , 2例 に 幅 の 増加 ,2例に 軽
度の 幅 の 増加を認 め る が , 2 過群及 び 3 過群 の 幅 の 増
加例 よ り そ の 程度 は低 い (P hoto 9). 5 週群 で は4例
中 2例 に 骨性骨頭肥大 . 2 例に 軽度 の 骨性骨頭肥大 を
認 め る が , 軟骨 層の 幅の 増加 は 1例 の み で 他の 3 例は
不変 で あ り , 軟 骨性骨頭肥大 は 2例 , 軽度の 軟骨性骨
頭肥大 は 1例 に 認 め る(P hoto lO). 6週群で は4例中
3 例に 骨性骨頭 , 軟骨 性骨頭の 肥大 ,1 例に 軽度の 肥大
を認 め るが , 軟骨層 の 幅の 増加 は-3.7 ～ 3.8% で ,
4 例と も軟骨層の 幅の 増加 は認 め なか っ た . 又 , 軟骨性
骨頭肥大化指数 は い ず れ も骨性骨頭肥大化指数よ りも
低値 で あ る (P hoto ll).
各過 を通 じ て 一 炊骨層 の 健側 に 比 し て の 幅 の 増加の
程度 は2 ～ 3 過群 で は強 く , 4 過群 で は 中等度 で ,5 ～
6過 群 で は 1例 を除 い て 全例 が不変 で あ る . 骨性骨頭
肥大 は3過群 よ り 出現 し , 4週群 で は肥 大の 程度 が大
き く , 5週 ～ 6過群で は 4 週群 と同程度 の 肥大が持続
する か , 少 し肥大の 程度が減少す る傾向に あ る . 軟骨
性骨頭 肥大は軟骨層の 幅の 増加と関係す る が , 2 週群
よ り 出現す る . 軟骨 性骨頭肥大化指数が骨性骨頭肥大
化指数 より 高 い の は2 ～ 3過群で ,4週 群で は同程度,
5 ～ 6過 群で は 低く な る傾向が はぼ 認 め られ る .
3 ) 組織学的所見
関節軟骨 を 表 層 よ り 深 層 へ ta ngential z o ne･
家兎股関節 へ の 異物注入 に よ る大腿骨骨頭肥大の 研究
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tra n sitio n alz o n e, r adial z o n e, C alcified z o n eに
分けて 観察し た . H -E染色 に て 術後 1週群で は軟骨表
面は粗造で , 表面 の 剥離 , 及び 陥没 を 呈 す る も の も認
める . 又 ,tange ntialzo n eの
一 部で は細胞核 が染色 さ
れず, 軟骨細胞高 を残す死滅軟骨細胞を 認 め , そ の 部
はエ オ ジ ン 好 染層 と し て 観 察 さ れ る . あ る も の は
ta nge ntialz o n eか ら tr a n sitio n al z o n eに か け て
一
部軟骨細胞 の 集族 を み る . 2 過群 で は ta nge ntial
Z O n eか ら tra n sitio n alz o n eに 及 ぶ 軟骨細胞 の 集族
を認 め t 集族は 2 ～ 3個 の 軟骨細8包か ら成る もの か ら
7 ～ 8個よ り 成る も の ま で 観察さ れ る . 又 , 集族群と
集族群の 間に 死滅軟骨細胞 を認 め る . 3 過群で は 2過
群で 認 めた 集族群の 数が密 に なり , 集族を 呈 する 軟骨
層の 細胞密度は健側 に 比し て 高 く な る . 4 週群 で は
tange ntialzo n eよ り 深部 へ 10数個 , 時 に は 20数個
の 軟骨細胞の 集族が み ら れ ,.い わゆ る r adial zo ne の
拡大 , 相対的に 軟骨層の 増大を認 め る (P hoto 12).
一 方 , 臼薫 に お い て も表層か ら深部 に か けて 軟骨細胞
の 集族 をみ る . 多い もの は 10～ 20数個の 細胞か ら成
る
. 5過群の 組織像 は 4週群と ほぼ 同様の 所見を 呈 す
る もの も あ るが , あ る標本で は関節軟骨層の 幅 は健側
群と はぼ同 じで , 軟骨細胞も対照群 と は ば同 じ配列を
示す .6週 に な ると , 組織学的に は対照 群 と ほ とん ど同
じ所見を呈 す るが , 一 部に 軟骨細胞 の 集族 を み る もの
も ある .
一 方 , 滑膜 に お い て は術後各週群間に 差異が 認 め ら
れ なか っ た . 滑膜細胞の 増加及 び小円形細胞の 浸潤が
観察 さ れ た が , そ の 程度は軽 く ､ 健側群 と比較 して 血
管増生 は な く . 又 , m a C rOphage,fo a m c ellあ るい は
gia nt c ell な ど も見当ら な か っ た (P hoto 13 ).
4) 組織化学的所見
Safr a nin - 0 染色で は健側 に お い て 各軟骨層 は染色
性が陽性 で あ るが ,ta nge ntial z one は弱く ,C alcified
Z O n eは 強 く , ta nge ntial z o n eか ら tr a n sitio n al
Z O n e移行郡 はや や 強く 染色 され る . 手術側 に お い て
ta nge ntial z o n eは 術 後 1 ～ 4 週 ま で 染 色 さ れ ず
(P hoto 14), 5 ～ 6 週群に お い て 淡く染色性 を 呈 す
る . 又 t l ～ 3一過群 に お い て 軟骨細胞の 数個の 集族を 呈
す る ta nge ntial z o n eか ら tr an Sitio n al z o n e部 は 強
い 染色性を示す . 4 ～ 5 週群 で 1 0数個, 時 に は 20数個
の 軟骨細何包の 集族を 呈 す る部 の tra n sitio n al z o n eか
ら r adial z o n eに か け て 染色性 は健側 と同程度か , や
や乏 し い が , その 軟骨細胞 の 集族同園の みが 強く 染色
さ れ . 死 滅細胞及 び軟骨細胞 の 無 い と こ ろで は染色性
は弱 い . 6 週群で はは と ん ど健側と同じ染色性 を 呈 し
た . 各過 を 通 して 死滅軟骨細胞部 は染色性に 乏 しく ,
細胞 の 集族が 数個の 場合. そ の 軟骨層 は強く ,20～ 30
個の 場合 は その 集族の 周囲 の み強く , その 層全体は染
色性 が乏 し い .
Toluidin -blu e染色で は健側 に お い て 各 部 の 軟骨
層は m eta chr o m a sia 陽性 を呈 す る が 一 様で は な く ,
tange ntial z o n eか らtra n sitio n alz o n eの 移 行部及
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び c alcified z o n eは 強 く , そ の 他 の 層 は 弱 い
m eta chro m a sia 陽性を呈 す る . 手術側 は S afra nin -
0 染色 に 認め られ た 染色性 と は と ん ど同様の 染色性を
呈 し , 数 個 の 軟 骨 細 胞 の 集 族 を 呈 す る 層 で は
m eta chr o m a sia 陽性が 強く ,20～ 30個の 軟骨細胞の
集族を呈する層 で は m eta chr om a siaに 乏 し い が , 集族
部周囲 の み は m etachr o rrl a Si 陽 性 が 強 い (P hoto
15).
P A S染色で は , 各軟骨層 は は ぼ 一 様 に 染色性 を呈 す
るが
,
Calcified z o n eで は や や 強 い 染色性 を 呈 し た
(P hoto 16 ). 健側と手術側 と の 染色性の 比 較で は ほ
と ん ど同様の 染色性を 呈 し た .
2. Ⅲ群 (肝 油注 入群)
1) 肉眼的観察
i) 大腿骨骨東
大腱骨骨頭 は骨頭肥大化指数 100 以上 を 呈 す 例 は
17羽中12羽 (70.6%)に 認 め , そ の 内, 明 ら か に 骨頭
肥 大を呈 す る例 . す な わ ち骨頭 肥大化指数120以上を
呈す る 例は 7羽 (41.2%) に 認 め た . 逆 に , 明 らか に骨
頭縮少 を 呈 す る 例 は 4羽(24%)で あ っ た(Table 4 ).
骨 頭肥大は術後 2 週より 出現 し , 2 ～ 3 週群 に お い て
顕 著で (P hoto 17,18 ). 4 過群以 後 で は骨頭縮少を呈
す る例 も認 めた . こ の 例 は骨頑荷重部軟骨が欠損し ,
骨 髄の 再出 を呈 す る例 で ,4過群 に 1羽 ,5遇群 に 2羽 ,
6 過群に 1羽認 め た(Photo 19 ). Ⅰ群 と 同様 に 骨頭縦
径増加率 と骨頭 の 高 さ の 増 加率 よ り骨頭扁平化例を み
る と , 17羽 中5 羽 (29.4 %)に 認 め , 全例4遇群以降
例 で あ っ た . 逆 に , 高さ の 増加率が高い 例は 5羽 , 残
り 7羽 はほ ぼ球形を呈 した (Fig. 6).
関節 包は 2 過以後 に 背側部臼叢の 肥厚 を認め , 3週
群 ま で は腹側部臼蓋の 付着部及 び他の 部位 は健側と同
様で あ るが , 4過 群以 後 の 骨頭締少 を呈す る例で は 腹
側部臼書付背部 の 肥厚 を も認 め た . なお , 肉眼 的に 関
節包の 充血 の 有無 は判別 し得 なか っ た .
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家鬼J投関節 へ の 異物注入 に よ る大腿 骨骨頭肥大 の 研究
大腿骨骨頑の 光沢 は ,1 ～ 3 過群 で は Ⅰ群(珪酸 マ グ
ネ シ ウ ム 注入群)と ほ ぼ 同様 で , 4 過群以 後 で は伯東部
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認 め た .
正) 日豊
臼蓋部は3 過群ま で はⅠ 群と ほ ぼ 同様 で あ る が , 4
週 群以 後 で は 日義軟骨肥厚が強く . 4 週群以 後 9 羽中
1羽 の み 内陛 の 拡大 を呈す る が 残り3羽 が 不変 , 5 羽
は逆 に 内腔 の 狭少 を呈 し た (Photo 20). な お , 臼菖
辺縁 の 背部軟骨性臼蓋 の 幅 は 3遇群 まで は ほぼ Ⅰ 群と
同様 の 拡大 を呈 す るが , 4過群以降 で は 9羽中6 羽が
健側 の 2倍以上 の 幅の 拡大を 呈 し . その 内 5羽 は同時
に 臼蓋内腔 の 狭少 を呈 した ( Table 5 ).
大腿骨骨頭肥大 と臼蓋内腔の 拡 大 と の 間 に は r =
0,862(Fig. 7). 大腿骨骨頑肥大と背部軟性日豊の 幅
の 増大 との 間 に は r = 0.68. 臼童内陸の 拡大と背部軟
性臼蓋の 幅 の 増大 との 間に は r = 0.584の 相関関係 を
危険率 5% (α = 0.05) で 認め た .
2) Ⅹ 線学的所見
Ⅰ群 と同様 な方法 で 17 羽中16羽 に 計測を行 っ た .
残り 1羽 は骨性骨頑が消失し . 軟骨層 も不明な た め淵
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定 し得な か っ た (Fig. 5, Table6 ). Ⅰ 群と 同様に 骨頭
肥大化指数 90～ 110 を不変 , 11 0～ 1 20 を軽度 の 肥
大 , 120以 上 を肥大 あり と規定す る他 に . 指数 80以下
を骨頭締少例 と規定 し た . な お , 軟骨 層の 幅 の 増加 は ,
増 加率 - ､5 ～ 5% を不変 . 5 ～ 10% を軽度の 増加 ,1 0%
F短. 7. T he r血tion betwe ¢nthe hypertr ophy of
也¢ h飽d of 也e 飴m ⅥT and tbe hc re 鮎e Of 也¢
c avity of the a c etabu 血 ∫0 0fin the cod
一 伽 er oil
叫 画t8d 詳 0叩S･
治
以 上を 増加 あ り , - 10～ - 5% を軽 度の 幅の 減少, -
10% 以下 を 幅の 減少あ り と規定 した . 1 過群で は軟骨
性骨頭 , 骨 性骨頭肥大 は認 めず , 軟骨層の 幅の 増加を
1 例に 認 めた . 2過群 で は3 例中全例に 33.3 ～ 52.6%
の 軟骨層 の 幅 の 増加 を認 め , 軟骨性骨頭肥大 を全例に
認 め る が † 骨性骨頭肥大は 1例 の み 軽度の 肥大を認 め
た . 3週 群で は3 例中1例 に骨性骨頭肥大 , 2例に 軽度
の 肥大 ,3 例全例に 軟骨性骨頭肥大を 認 め , 軟骨層の幅
の 増加 は 2例 に , 残 り 1例 は軟骨層 の 幅 の 軽度の 減少
を認 め る(Photo 21). 4過群 で は 1例 に 軟骨性 , 骨性
骨頭肥大 を認 め る が ,2例 に 軟骨性 ,骨性骨頭の 縮少を
認 め , 1 例に 軟骨層の 消失 , 2例 に 軟骨層の 幅の 増加を
認め る(P hoto 22), 5週群 で は 1例 に 軟骨性 , 骨性骨
頭肥大 , 軟骨層 の 幅 の 軽度 の 増加 を認 め る が , 残り2
例中 1例 は骨性骨頭 が破壊消失 し , ほ ぼ球形 の 軟部陰
影 を認 め る が ,軟骨層 は 不明確で あ り測定不能(Pboto
23 ), 残 り 1例 は軟骨層が消失 し , 骨性骨頭 は不変を呈
す が 軟骨性骨頭 の 締少 を認 め る∴6過群 で は 1例 が 軟
骨層の 幅が 健側 と同程度 で , 軟骨性 , 骨性骨頭の 肥大
は認 め な い . 他 の 1例 は 軟骨層が消失 し, 骨性骨頭,
軟骨性骨頭 の 縮少を 認 め る . 残り 1例 は 軟骨層の 幅が
減少 し , 骨性骨頭の 肥大 を認め るが , 軟骨性骨頭の 肥
大 は認 め な い (P hoto 24 ).
各週 を通 じ て 骨性骨頭肥大 は 2過群 の
一 部 に認 める
が ,3 過群で は 全例 に 認 め ,軟骨性骨頭肥大は 2過群よ
り認 め る . 4過 群よ り , 一 部に 軟骨性骨頭 , 骨性骨頭の
Table 6. Measu redv ah es ｡f fbm u rhead in c od 血e mil軸錘Ctedgro ups(Ro e ntge n ogr aphy)
Rab bit. Wモ ek5 且ft¢r
Ve 【ticd di打 出 r or Ⅲ兎 hto ro s鑓 0 耶 Ho rk o ntal diam ¢t 即Or T hickn ぞ SS OrC 孔【t 弘喝
e
E yp¢Itr Op
hy 由de x or 8y pe -tr Op
hyin de x oro s 派 O u S ln 昭
a由ng 柑 te Or
0 ぷ ¢O u 5h 臨 do r 毎m e r he ad or r¢ m u l
0 払 C O ロS h¢ad or 托m 11 【 b y即
o s弛 OuS he ad (lr 托m tl 【
ÅX B X C
he ad o rre m u 【




× 1 00Co ntr ol Op亡【孔tio n C oれはOl
side
O p 血 tio n CoIl【Ⅰ81 Op 的 tio n Co n
tr ol Op¢沌tlO n
N飢 OpモーatlOn















































0.4 ユ(m m )
0.ヰ4
1 0 1.5


























5,ヰ4 I 1 2,3











1 1 7. 0
11 8 7
1 3る.8















































5.6 9 6.13 0.ヰ2 0.46






























6.0 4 8. 57 2. 95 Ⅰ. 8 8 5. 48 7.5 ヱ
0.ヰ` 0.ユ0 l ユ4.1





















1 01･6 1 01.5
0 つ乙
■ 血 b山一yto 耶 榊 即 刷 旭 川 肌 髄 醐 血 m 献 血
山 di弧 pp8 町 8d
家鬼股関節 へ の 異物注入 に よ る大 腿骨骨頭肥大の 研究
縮少を認め る . 骨 頭縮少例は , 軟骨層 の 幅 の 減少が消
失し た例で あ る ▲
3) 組織学的所見
Ⅲ群 に お ける 関節軟骨の 組織像 は 1 ～ 3週 群 で はⅠ
群に お け るそ れ に は ぼ 類似し て い る が , 3 週群で は 一
部関節軟骨表層部に 亀裂 , 剥離 が み ら れ , 死滅軟骨細
胞が tange ntialz o n eか ら radial z o n eに か け て 観察
され る もの もあ る . 4過群 以 降 で は , 軟骨 表層 か ら
r adial z o n eあ る い は Calcified z o n eに 及 ぶ 死 滅軟
骨細胞を認 め , ta nge ntialz o n eか ら radial z one に
か けて 細胞の 集族を み る . こ の 集族 は 20～ 30 数個の
軟骨細胞 より 成り , Ⅰ 群に 認 め ら れ る集族 と比 べ , 多
くの 軟骨細胞よ り 形成さ れ て い る . 集族群 の 数 は骨頭
肥大例で は密に 認 め るが (Pboto 25), 骨頭締少例 で
は散在 し , 全体と して 細胞密度は低 い . 関節軟骨の 幅
の増加 は2 退か ら見 られ た (P hoto s27,28 ). 一 方 ,
臼蓋に お い て は Ⅰ 群 と はぼ 同様で あ っ た(P boto 26).
なお . 滑膜 はⅠ群 と は ぼ 同様 で 滑膜細胞の 軽度の 増加 ,
小円形細胞の 軽度 の 浸潤 を認 め る が , m a C r Ophage,
foa m c ell, gia nt c ell等は 見当 ら な か っ た .
4) 組織化学的所見
PAS 染色 は対照群 , Ⅰ群と はぼ類似し て お り . 各軟
骨層間 に あ ま り 差異 が み ら れ な い か , あ る ㌧､ は
calcified z o n eにお い て , 強 い 染色性を呈 した . 細胞
消失部基質 で は s afr ain - 0 染色 , tOluidin -blu e染 色
は弱 い 染色性 , 及 び m eta chr o m a sia 陰性を 呈 し , 逆
に , 集族細胞 の 周囲 で は 強 い 反 応 を 呈 し た (P hoto
29 ). な お t 関節軟骨 が欠損 し , 骨髄が 露出 し た例で は
骨髄の 上に 所々 に 軟骨細胞が点在 し , 軟骨細胞と そ の
周囲 の み が 染色性 を 呈 した (P hoto 30).
考 察
1. 異物の 股関 節内注 入 によ る 大腿 骨骨頭 肥 大 の
発 生 に つ い て
成長期 に お け る病的 な大腿骨骨頭 肥大に は こ れ ま で
種々 の 原因 が想定さ れ て い る . 今回著者は異物 を幼若
家兎股関節内 に 注入す る実験 に よ り , 大腿 骨骨頭肥大
の 発生状態 を調査 し た . 用 い た 異物 は , Ⅰ 群と し て ,
先天股脱観血的整復術の 際 に 手術時 ゴ ム 手袋に 付着 し
て おり
. 股関節内 に 迷入す る と 思わ れ る タ ル ク (珪酸
マ グ ネ シ ウ ム) と , Ⅱ群と して , ペ ル テ ス 病 の 治療法
の 1つ と し て 股関節内 に 注入さ れ る 肝油で あ る , そ の
結果, Ⅰ群 で は家兎 21羽中12 羽(57%), Ⅱ群 で は 17
羽中7羽 (41%) に 大腿骨骨頑肥大を発生 せ し め た .
先に Ge r s chu ni･ Go rdo n ら1 37は幼 若家兎股 関節 内
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に タ ル ク を 注入 し , 大腿骨骨頑 の 肥 大を 作製 す る実験
を行 い . その 原因 は syn o vitis∴充血 . 静脈系の う っ 血
な ど に よ る関節軟骨部の hy pe rpla sia に よ る も の と
推定 して い る . 一 方 , 市川ら1 6}は 幼 若家兎股 関節 に
Me nkin の 炎症性因子を注入し , Syn O Vitis を発生 さ
せ たが , 大腿骨骨頭の 肥 大は な く , 逆 に , ペ ル テ ス 様
変化 を呈 し , 関節軟骨の 壊死破壊を認め て い る . こ れ
ら の 実験で は t 関節内異物注入 に よ る syno vitis を問
題 に して い る点 は共通し て い るが , 結果は反対 で あ っ
た .
著者の 実験 で はⅠ , Ⅱ 群と も高率の 大腿骨骨頭肥大
を作り得た が , た だ Ⅱ 群で ペ ル テ ス 様変化ともみ る べ
き 骨 頭 の 壊死 が 発生 し て お り , こ れ ら の 原 因 が
Syn O Vitis に あ るか どう か を検討せ ね ば な ら な い . す
な わ ち Ⅰ群 で は . Ge r $Chu ni- Go rdo n ら
1 3)の 実験 と t
Ⅱ群の 一 部 で は市川 らの 実験 と類似 す る 成績 を得 た
が , こ れ が 異物に基づ く synovitis の み に よ る変化 と
は後述の 考察 より 考え 難 い .
次 に 大腿骨骨頭肥大が生じ た場合 , 当然臼蓋 の 変化
に 注目す べ き で あ るが , こ れ ま で の 臨床的, 実験的研
究 の 多く は骨頑肥大に 向 けら れ て お り , 臼蓋 に 関する
詳細 な調査 は少な い . 骨 頭の 肥大 は後述する如 く , 骨
頚軟骨層の 肥大が先に 生 じ, そ の 後骨性骨頭 の 肥大 が
生 じ た . こ の 骨頭軟骨の 肥大を お こ す原因は , 果 た し
て 臼蓋の 軟骨 に も同様の 変化を お こ す か が 問題 で あ
る .
本研究 で は臼蓋内腔 の 口 径拡大 は Ⅰ 群 で は 14 羽
(67%) に 認 め , 12羽 は骨頭肥大化指数120以 上 を呈
し , Ⅱ群 で は 7羽(41%)に 認 め . 全例骨頭肥大化指数
120 以上を 呈 す る大腿骨骨頭肥大例 で あ っ た . 臼蓋 内
腔 の 口径の 拡大 と大腿骨骨頭肥大 との 間に は Ⅰ 群で は
r = 0.728, Ⅱ群で は r = 0.862 の 相関関係を 認 め た .
こ の 場合 , 骨頭が 大き く な る とそ れ を 入れ る 臼蓋も
大 きくな る場合 と , 長谷川 ら1 2邪 述 べ て い る ように , 臼
蓋が 拡大す る とそ れ に つ れ て 骨頭 も大 きく な る場合 と
が 考え られ る .
臨床的 に も日豊形成不全が骨頑肥大 をひ き起 す と い
う 考 え方( 坂巻ら7), 畠中 ら臥
一11)) ら と , 逆に . 臼童形成
不全 は大腿骨骨頭肥大の 結果で あ る と い う意見 (岩崎
ら91)が あり , こ の ど ち らか が 原因 で , どち ら か が結果
で あ るか ば本研究 で は判定で き な い . Ⅱ群の 4週群以
後 に 認 め た骨頭縮少例 , 亜脱臼例 で は t 臼蓋内腔 が狭
少 し . 骨頑軟骨が欠如 し たり , 骨頭が 臼蓋よ り は み 出
さ れ , 亜脱臼 を呈 した こ とに よ り , 臼蓋が骨頭 に 及ぼ
す影響 は無視 で き な い .
2. 大腿 骨骨頭 肥 大は 軟骨性骨頚 肥 大 か 骨性骨 頭
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肥 大か に つ い て
骨頭 の 肥大 は軟骨性骨頭の 肥 大な の か , 骨性骨頭の
肥大 な の か , 両者 の 肥大な の か に つ い て の 報告が 少 な
い . わ ずか に Ger占chu ni- Go rdo n ら
I 3)は骨頭 の 肥大 は
軟骨の hy pe rpla sia に よ る と述 べ , 又 , 長谷川ら
12〉は骨
頭軟骨の 骨端核 の 肥大の 結果 で あ ると 述 べ て い る が t
詳細 は不明 で あ る .
著 者は こ れ を明 らか に す るた め に Ⅹ 線撮影 を 用 い
た . 本葉験 で は Ⅰ群 , Ⅱ 群を 通 じ て 術後 2過 よ り健側
に 比 して 軟骨層 の 幅 の 増大 (軟骨性骨頭 の 肥大) を認
め るが , 骨端核の 肥大(骨性骨頭 の 肥大)を認め な い ･
術後3 過より 軟骨性骨頭肥大 と共 に 軽度の 骨性骨頭肥
大 を認 め , 4過 で は骨性骨頭肥大が著明 に なり , 5週 で
は 軟骨性 , 骨性骨頭肥大 を共 に 詰 め る が ,6 週で は骨性
肥大を残 し , 軟骨層 の 幅は健側 と同程度に な り , 軟骨
性骨魂肥大を 認 め な い .
以上の 事 より l 骨頭肥大は軟骨性骨頭肥大が まず 生
じ, そ の 後 に 骨性骨頭肥大が生 じ ,■軟骨性骨頭肥大 が
消失 した後 も骨性肥大が残存す る も の と思 わ れ る ･
3. 異 物注 入 に よ る軟骨 の 組織的変化
Ⅰ群 ,Ⅱ 群と も ,関節軟骨 は表層軟骨の fibrillation
及 び , 軟骨細胞の 消失が ta nge ntial z o n eか ら r adial
z ｡ n eに お い て 一 部 認め られ ,そ の 部位 あ る い は隣接部
位に お い そ種々 の 程度 の 軟骨細胞 の 集族 が認 め ら れ
る . 大鹿骨骨頭肥大例 で は集族 が数個 の 軟骨細胞 か ら
形成 され , そ の 集族の 数が非常 に 多量 に 認 め られ t 全
体 と し て 軟骨細胞の 増加 を 認 め , 又 , 奴骨層の 幅の 拡
大 を認 め る .
Ⅱ群 の 4週以 後 に 認 め られ た 一 部軟骨欠損例 で は ,
集族が 30 ～ 40数個 の 軟骨細胞か ら形成さ れ , そ の 集
族部 と集族部の 間に 軟骨細胞は死滅変性 し , 集族部の
数 も散在 し ,全体 と して 軟骨細胞の 数の 減少 を認 め る ▼
軟骨細胞 の 集族所見 は以下 の 研究 に お い て も観察 さ
れ て い る . すな わ ち , 市川 ら
1 6}
は Me nkin の 炎症性因
子の 関節内注入実験セ, 又 , Me a chim 1 7〉は 関節軟骨損
傷実験で 某族を 認 め , 組織化学的検索 より t 集族形成
軟骨細胞 は反応性の もの で あ る と述 べ て い る t
一 方 ,
変形性関節症の 軟骨基質 はtoluidin -blue 染色 に よ る
異染性ゐ低下 , S afr ainin - 0 染色 の 染色性 の 低下等 の
組織化学的所見を 呈 し , glu c o s a min oglyc a nの 減 少
を 示す.が 軟骨細胞周囲 で は む し ろ 女1u c o s amin o
･
glyc an の 増加 を示す と言わ れ て お り ･ 広 谷
1 8囲 )は軟
骨 の変性初期に おし1て は軟骨細胞 は腫大 し, Cho ndro-
blastic あ るい は集合し , 集族 を形成 す る と述 べ , こ
の 時期の 軟骨細胞 の 代謝 は冗進 して い る こ とを 確か め
て い る .
さ て , Ⅰ 群及 び Ⅱ 群 に お け る軟骨に つ い て 組織化学
的に 検索 し た と こ ろ , 集族部周囲 は s afr a nin -0 染色
に お い て 最 も強 い 染色性を呈 し , 集族部が 密 に 存在し ,
軟骨細胞の 増加 を示す軟骨層は健側 に 比 し て 強 い 染色
性を呈 し , tOluidin -b lu e染色 に お い て も異 染性 を呈
し た . 逆 に , 集族 部が 散在 し, 死滅軟骨細胞が増加し ,
細胞密度 の 低い 軟骨層 は健側に 比 して 染色性の 低下を
示 し た . 以 上の 尊か ら , 軟骨細胞の 集族形成部位で は
glu c o samin oglyc a nの 冗進及 びそ の 集族の 密な軟骨
層 は , 全 体 と し て , glu c o s a min oglyc a nの 生成が冗進
して い る事 が推窪 さ れ , 大腿骨骨頑肥大 は そ の 結果と
して 考 え ら れ る .
広谷1 8 卜 2 2)は , 軟骨 変性終末期に お い て は全層に わ た
っ て 細 胞密度は低下 し , つ い に は軟骨細胞が消失し,
基質 に お い て も dege n e r atio n が 冗 進す る と 述 べ て
い る . 又 , Ma nkin ら
細
も 変 性関節軟骨 に おい て ,
変 性 と い う 刺 激 が 加 わ る と , は じ め は 細胞 が
cho ndr obla stic に な る と 共に 細胞分裂 を起 して 細 胞
密度 を 一 定 に 維 持 し よ う と し, 基 質 に お い て は
glu c o sa min oglyca nの 減少と い う 情報が細胞に 伝え
ら れ , そ の 結果 , そ の 合成が 冗進 し基質維持 に 働く が ,
変性が 進行す れ ば そ の 修復 , 維持機構 は消失す ると述
べ て い る . Ⅱ群 の 4過以 後た み ら れ た骨頭縮少例で の
軟骨層 の 縮少 , 軟骨欠損 ほ以 上 の よ う な 原因 に 基づ く
も の と 恩わ れ る .
4. 大腿 骨骨頭 肥 大の 成因 に つ い て
臨 床上 . 最 も多く 遭遇す る大腿骨骨頭肥大 は先天殴
脱の 観血的整復術後 に み ら れ る もの で あ る . そ の 発生
原因 と し て , 赤星 細 や松尾
川 は 円靭帯切除 と の 関連性
を示唆 し , 寺島
2 5l
, 坂 巻ら7-は関節唇切除 と の 深 い 関係
が あ っ た と述 べ , 畠中 川 は 関節唇切除 に よ る 臼蓋形成
不全の 存続期間と密接な関係が あ っ た と 報告し , 上野
ら
2 6)は CapS ule に 侵襲を 加え る こ と に より 血管増生を
来 し ,大腿骨中枢端の 血流増加を来す た め と して い る ･
岩崎 ら9}は手術侵襲 に よ っ て Syn O Vitis が 起 り , そ れ
に 伴う 血流増加 , 発 熱 , 静脈 う っ 滞 な ど で あ ると推定
し
, 長 谷川 ら は 手術侵襲 に よ る血流増加 と臼童形成不
全 の 両方 が関与 して い る と 報告し て い る . い ずれ も何
ら か の 手術操作が加わ っ て お り , 手術に よ る 臼内 ス ペ
ー ス の 変化や , Syn O Vitis に よる 血流増加の 他に ,術中
の 機械的 な刺激や異物混入 , 関節内出血 に より , 関節
軟骨 に 変性変化 が生 じ , 修復過程 の 際 に 軟骨性骨測巴
大が生 じ , そ れ が化骨 し , 骨頑肥大 が生 じ ると も考え
ら れ る . Ho aglund
2 7) は 犬膝関節 に 持続的に 血液を注
入 す る こ と に よ り , 関節軟骨 の 肥厚を観察し て い る ･
一 方 , 関節軟骨の 栄養の 点か ら考え て み る と , 関節
家兎股関節 へ の 異物注入 に よ る大腿骨骨頭肥大の 研究




Ma nkin2 9).Ma r o u nda sら
30,), 第 2に 軟骨下 の




第3と して そ の 両者 に よ る もの (McKib bin ら3 3)) が
あり , Ho nn e rら
3 4}
は幼君動物で は両者 より栄養さ れ ,
成熟動物で は滑液 の み か ら栄養さ れ ると述 べ , ほぼ こ
れが定説と な っ て い る . そ こ で 幼君動物の 股関節内異
物注入に よ る大腿骨骨頭肥大 へ の 影 響 を 考 え て み る
と , 第1 に 関節内か ら関節軟骨 へ の 異物の 刺激あ る い
は拡散 , 第 2 に 異物刺激 に よ る占yn o vitis に 基づ く血
流増加が軟骨下経路 よ り の 栄養供給を増加 さ せ る と い
う事を 考え る必要が あ る . 著者 は本研究の 所見よ り , .
珪酸 マ グネ シ ウ ム , あ る い は肝油に よる 関節内か ら の
直接の 影響 を第1 義的に 考え た い . そ の 根拠ほ , 第 1
に, 滑膜組織 に お け る炎症像 は軽く , 血管増生所見が
認め られ な い . 血流増加が あ っ た と して も関節軟骨 に
おける軟骨細胞 の 増加 や集族形成は , こ れ に よ っ て 説
明で き な い . 第 2 に㌧ 注入後早期に , 軟骨 表面に は正
常な軟骨 の 光沢 を失 い , 組織学的に も種 々 な 段階の 軟
骨の 変性が認 め られ る . 第3 に , 軟骨 変性に 伴う軟骨
細胞の 集族形成が 認 め ら れ る . 第4 に , 集 族が密 な場
合, 細胞増加 を認 め , 軟骨層の 幅の 増大を 認 め る . 第
5に , 集族形成軟骨細胞周辺に toluidin -blu e染色 の
異 染性 , S afra nin -0 染 色 陽 性 が 強 く み ら れ ,
glu c o s a min oglyc a n産生の 冗進 が推定さ れ る こ と な
どで あ る .
以 上, 本実験 に よ る大腿 骨骨頭肥大は , 股関節内に
注入 さ れ た珪酸 マ グ ネ シ ウ ム や 肝油な どの 異物が大腿
骨骨頭軟骨 を直接刺激 し , 軟骨 に 程度の 軽い 変性変化
を引き起 し , 軟骨細胞 の 集族形成や そ れ に よ る細胞増
加が生 じ, 旺 盛 な glu c･O S a min oglyca n産 生に よ り軟
骨基質が修復 さ れ . そ の 過 程 に お い て 軟骨層の 幅の 増
大. ひい て は大腿 骨骨頭肥大を引き起す もの と推定 さ
れる . しか し な が ら , こ れ らの 反 応性変化ば か り で な
く . 一 部荷重運 動 な ど の 力学的因子 も関節軟骨 の 変性
と関連 し っ っ 大腿 骨骨頭 の 肥 大に 関与す る もの と考 え
られ る .
5. 珪酸 マ グ ネ シ ウ ム 注 入 群 と肝 油 注 入 群 に よ る
差
珪酸 マ グネ シ ウ ム 注入群 で は高率 に 大腿骨骨頭肥大
を認 めた . こ れ は前述 の 如く , 軟骨 へ の 刺激に よ る過
成長を もた ら す結果 で あ る . しか し , 5 ～ 6 過に な る と
珪酸 マ グネ シ ウ ム の 影響 は次第に 消失 し , 骨 頭は Ⅹ 線
学的に 軟骨層 の 幅 が健側 と同程度に な り . 骨性骨頭 の
肥大の み を残 す . こ れ に 比 べ , 肝油注入群で は . は じ
めは骨頭肥大 を来す例 が多 い が , 4週 群以 後に は 破壊
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壊死 を来 し , 骨頭 は逆 に 縮少す る もの が 多く な る . こ
れ は軟骨骨頭 に 対す る刺激が強く , 更に そ の 影響が 長
期間持続す る こ とを 意味 し, は じめ は過成長を来す も
の の , 後 で は軟骨基質を修復 , 維持す る事が 出来な く
て , 軟骨壊死 を来す こ と を示 して い る .
さ て , 股関節手術時に ゴ ム 手 熟 こ付着 した 珪酸 マ グ
ネ シ ウ ム が 混入 して も , 一 時的な骨頭肥大を来す こ と
は実験結果 より み て あ り う るが . そ の 影響 は長期間あ
る も の で は な い の で . 手術後の 骨頭肥大の 原因を す べ
て 珪酸 マ グ ネ シ ウ ム と す る こ と はで き な い . しか し ,
一 時的 に し ろ骨頭や臼蓋 の 軟骨に 影響 を与え る も の で
あ る以 上 , ゴ ム 手袋の 珪酸 マ グネ シ ウ ム (タ ル ク) は
完全 に 除去 して 手術 に かか る べ き で あ る .
一 方 , ペ ル テ ス 病 の 治療の 経過中に , 大腿骨骨頭 の
修復を速め るた め に , 股関節 に 肝油 を注入する方法が
あり , 辻 ら1 4)は骨頑 が扁平 ,分裂 した時期に 1 ～ 3mエの
肝油と pe nicillin5万単位を股関節内 に1 ～ 2ケ 月毎
に 2 ～ 4回注入 して , 14症例申12症例に 治療期間 の
短縮を認 め た と報告 し て い る . 又 .Be r如 yi は骨頭 の 分
裂期に 2 ～ 3mLの 肝油 と penicilin 混 合液 を3 ケ月
掛 こ 3回, 7 4例 の 股関節内に 注入 し , 良い 結果 を得た
と 報告し て い る が , その 有効率に つ い て は触れ て い な
い
. 以上 の 肝 油注入 に よ る骨頭の 修復 は, 今回 の 実験
より み る と , 決 し て 安易 に 行う べ きで は な く , 注入量 ,
時期な ど に 厳重 な注意を払う必要が あ る .
結 論
生後 2 ～ 4過迄の 体重 120～ 300 g の 白色幼君家兎
股関節 に , Ⅰ群 で は珪酸 マ グネ シ ウ ム , Ⅱ群 で ほ メ ガ
ネ肝油を , そ れ ぞれ 関節控内に 注入 し, 術後 1 ～ 6過
ま で 1週毎 に 動物を屠殺 し, Ⅹ 線撮影 , 肉眼 的観察 ,
計測 を行 っ た後 , 組織 学的検索 を行い , 次の 結果を 得
た .
1. 大 腿 骨骨頭 肥 大 は Ⅰ 群 で は 21羽 中 20羽
(95%) に , Ⅲ 群で は17羽中10羽(58.8%)に み られ
た が , 一 見 して 骨頭肥 大を呈 す る例は骨頭肥大化指数
120以 上で , Ⅰ 群で は 12羽 (57%), Ⅱ 群 で は 7 羽
(4196) に 認 め た .
2. 臼蓋内腔の 口径 の 拡大 はⅠ群 で 14羽 (679右).
Ⅱ群 で は 7羽(41 %)に 認 め た . 臼蓋 内腔の 口径 と 大腿
骨骨頭肥大と の 間に は Ⅰ群 で r = 0.728. Ⅱ 群 で r =
0.862の 相関関係を認 め た .
3. 大腿骨骨頭肥大 は まず , 軟骨性骨頑肥大 が生
じ , そ の 後に 骨性骨頭肥大が生 じる事を Ⅹ 線学的に 確
か め た .
4. 組織 学的に は肥 大せ る軟 骨 で は , ta nge ntial
410
z o n eか ら tr a n sitio n al z o ne に か け て ,
一 部 で は
radialz o n eま で に お い て 軟骨細胞の 集族を 認 め . 集
族群と 集族群 と の 間に は死滅軟骨細胞 を認 め るが , 集
族の 数が密 で . 全体 と し て 細胞増加 を認 め る . 又 , 組
織化学的に は集族群部 の 軟骨基質 は toluidin -blu e染
色 で 異染性 , S afra nin - 0 染色 で は強 い 染色性 を呈 し ,
glu c o s a min oglyca nの 産生 が旺盛 な こ と が推定 さ れ
た .
5. 珪酸 マ グ ネ シ ウ ム , 肝油 注入 に よる 大腿骨骨頭
肥大は t 異物混入 に よ る syn o vitis に 基づ く 血流増加
と考え る よ り も. 股関節内 に 注入 され た異物が , 直接
関節軟骨を刺激 し,軟骨 に 種 々 な 変性変化 を引 き起 し ,
変性の 程度が軽 い場合 , 軟骨細胞 が増加 し , 旺 盛 な
glu c o s amin oglyca n 産生 に よ り軟骨基質 が修復 さ
れ , そ の 過 程に お い て 軟骨層 の 幅の 増大 t ひ い て は大
腿骨骨頭肥大を来す もの と考 え ら れ る . しか し , 変性
の 程度 が強い 場合 , 軟骨 基質の 修復 t 維持が不能 と な
り , 軟骨層 が崩壊 し , 骨 頑は 逆に 締少する .
6. 手術 時の 異物混入や , ペ ル テ ス 病の 治療法 と し
て の 股関節肝油注入 に は , 骨頭肥大や骨頭破壊を来す
危険性を伴 う か ら注意が必要 で あ る .
稿を終るに あた り , 御指導 と御校閲を賜 わ っ た恩師野村進
数授並 び に井村慎 一 助教授 に深謝 い た しま す .
本論文の 要旨 は第52回申都田本整形外科災害外 科学 金 縁
会 に て発表 した .
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Explan atio n ofphotographs
I Rabbit No . C･29(4 w e ek su rgic al talc-irdected
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即 0 Ⅷp). Not¢ 也e enlarg¢d be ad of 也¢ 飴 m u I O n仇e
Ope工atedside(the工ightside).
2 Head ofthefbmur(takenfto mitslo adpo rtio n)of
r abbit No･ C-29. Note the enla lge m e nt inthehead,
the r o ughs u rfhc ein theload po rtio n o nthe oper･
ated side(the rightside).
3 T he ac etabula r ro of of r ab bit No . C-29. It is
r e cogniz edthatthe c avity ofthe ac etabular ro of has
gr o wnla∫ger in diam ete r O nthe opefated 由de(the
工海山 感de).
4 Posterio r aspe ct ofr abbitNo . C-30(4 w e或 s uTgi-
Caltalc･i頭e cted gro up). T he a cetdbular r o of has
PrOtuberated so w eu that the bo n efhc e o nthe
PO Sterio rside,i･ e･ , O n the operatedside(the dght
Sid 6)hasgr o w nto 丘t tothedl aPe Of the cavity,
5 X- P ofrab bitNo. C-2(2 w e eksu rgicaltalc-irtjected
gT O up)･ T he cartilagelayefin the c a∫tnagino u she ad
O n the operated side (the right side) hasgr o w n
thicker than the n o malside.
6 X･P of he ad of thefbm u rin rabbit No . C･2,take n
in the dire ctio n 丘om thein sideto thelo adpo rtio n.
T he c artilagelayerin the ca=tilagiJtO u She ad o nthe
OPeratedsideha sgro wn thicker.
7 X-Pofthehe adofthe 飴 m u rin r abbitNo . C-2. An
enlBLrged photograph of Photo 5.
8 Rabbit No. C-13(3 w e ek su rgicaltalc-i7tje cted
gro up)･ Boththe o ss eo u sheada nd the c aJtihsin o u s
he ado nthe operatedsideha vehypertrophied.
9 Ⅹ･P ofr ab bitNo. C･30(4 weeks u rgicaltalc-irtject-
ed gro up)･ Both the o ss eo u she ad and the caltnagi-
n o u shead o nthe oper atedsidehav ehypertropllied.
10 X-P ofrab bit No . C･2 4(5 w edksu喝icaltalc-iqject-
ed gro up). Note the e nlaJged oss e o u she ad a ndthe
nathead oftheftm u r o nthe ope ratedsid¢(theright
威d¢).
11 X-P of rabbit No. C-1 1(6 w e ek s urgicaltalcLin -
je cted group). Note the enla=ged.o sse o u she ad of
thefbm u ro nthe operatedsid¢(therightside).
12 Fe m o ral he ad of the 血bbitin 4 w eek su rgical
talc-irde cted gr o up. Clu ster fom atio n of c art鮎ge
Ce11s w as observ ed inthelayer of articular ca rtnage s.
H-E. × 100.
13 T he syn ovial m embr an e o nthe ope rated side of
the rabbit n 3 week $ u rgicaltalc-irde cted gro up. A
Shghtin crea sein syn ovialm e mbra n e c e皿sis se e n,but
m a crophage,fbaJn CeuS andgia ntc ells ar e n otfbu nd.
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R･E. X lO O.
14 Sa血a nin ･O stain ed spe cim e n ofthe a c etabula r ro of,
syn o vialm e mbr an e a ndthe 鎚m o ral he ad whicha 工e
re m o v ed in alu mp 丘o m the rabbit n 4 w e¢ksu rgical
talc-iqj8 Cted g工O uP. The ca ∫tilage m atrix in the
clu ster regio n of the fbm o ral he ad w as str o ngly
sta血edwi 也 組無礼 血 -0. × 10 0.
15 Toluidin4he stai ming of･the fe m o ral head(4 w eek
surgicaltalc-irde cted gro up)･1In the s ectio n ofthe
superficial c artilage wher e c artilage c eus have dis
･
appe ared,Stainingeffectis n otbr o ught abo ut, and in
the m atrix ofthe c eu clu ster reg1 0 n, m eta Chro ma sie
h娼 app¢犯 ed. X′400･
16P A Sstaining ofthefbm o r al he ad･(4 w e ek s u rgical
talc･iTtje cted･gr O uP). In the superficialcart肋ge, the
s ectio n whe r¢ C artjlage c ens ha v edisappear ed,
staining e飴 ctisn otbr o ughtabo ut. Inboththe cell
clu ster =egio n and thβ C alci 鮎d2:O n e, a PO Sitiv e sign
lSpreSented. × 400.
17 Rabbit No . D-32(2 w e ek c od一山v e r oil irde cted
grollP). The he ad ofthe fbm u rha shypertrophied
o nthe 工ightside(the operatedside)･
18Rab bit No. D-11(3 w e ek c od-hv er oil irdected
gro up). T hehe}ad ofthefe m u rhashy pertrophied o n
therightside(the oper atedside)･
19 The he ad ofthe fbm u r se e nf士o m the sid¢ Ofthe
lo ading po rtio n ofr ab bitNo ･ D
-24(6 w ek c od-1iv er
oil叫 8d 8d gIO叩). T 血8 bo Ile m 打r O W Of 血e he ad
o n the operated side (the right side)has expo s ed･
The horiE O ntal diam 6ter OftheIle ad has sho rte n ed.
20･A .Rabbit No . D-24 ∴T he cavity ofthe ac etabular
TO Of･O n the dght sidei (the operated side)･ T he
c ar旭ages ofthe a cetabulaI r O Of ha sbec o m ethicker
andthe cavityhasbe c o m e n a H O W.
20｣B Rabbit No . D-2 4. The c avity ofthe a c etabular
r o ofo nthe n o r malside(theleftside).
2 1 X-P of rabbit No . D -11 (3 w e ek c od-liv er oil
irtie cted■gro up). T hehead ofthefe m u r o nthe right
side (the oper ated side) hasbec o m enat a nd has
hy pertrophied1
22 X-P of rabbit No . D-21 (4 w ek c od-1iv er oil
irde cted group). The head ofthe fe m u r o nthe 工ight
side(the ope ratedsid6)hashypertr ophied･
2 3 Ⅹ-P of rab bit No. D -2 3(5 w e ek cod- ber oil
irtje ctedgr o up). Notethe disappe ar ed o sse o u shead
of th¢ fbm u r o nthe ope工ated side(the rightside).
2 4 X･P of r ab bit No . D-20 (6 w e ek cod-1iv eroil
立郎Cted gro up). Note the nat, S O m e Whats egm ented
he ad ofthe ftm ur on the oper ated side (the right
Side).
2 5 & 26 臥Estaining spe cim e n ofthe fbm o ral he ad
a nd a cetabular r oof which sho w ed hypertrophy of
the fbm o 工al head (4 w eek cod一止v er oil irtiected
gro up). Clu sters ofc artilage cells ar e obs erved in the
layer ofa rticular c artilage s. H-E･ × 10 0･
27 T he hypertr ophy ofthefbm o ral he ad(3 w e ekc od･
be3･ Oili癖 Cted gro up). In the laye r of articular
c artnages, the den se clusters which co n sit ofs ev eral
to te n o a rtilage c ells are obs erv ed thr o ugho ut the
layer▲ Itis als o obse rved thatthe c e11s ha v eincr eased
and the hyer of c artnage shasg工O W nthicker(c o m-
pa rewith P hoto 28). H-E･ × 10 0･
2 8 T he he ad ofthe fbm u r o nthe n or malside which
appe arsin P hoto 2 7･ No chstering ofc artilage ceus
is obse rv e. T he de n sity of ca rtilage ce11sislo w er
thanthatofthehypertr ophied ftm o ral he ad･ H
-E･
× 10 0.
29 T he hypertrophy ofthefbm o ral he ad(4 w e ekc od
-
1iv er on inje cted gro up). In the c a∫tilage ceus,
s afta nin-O staining effbctis str o ng, e Spe Ciany itis
str o喝 in the m atrix ofthe c artnage a ro u nd the
chste 工S. × 10 0.
30 T he fbm o Tal he ad with expo s ed bo n e m a m o w(4
w ek c od一 伽e r oilirtiected gr o up). In the layer of
the c artilage s, the c aェt正age cens hav edisap pear ed･
× 10 0.
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An Experim e ntal Study o nHype rtrophy ofthe Fem or al Hcad bythe htra-ardcdarI確 Cdo n
ofForeign Substa nc ein the h 伽Ide Rabbits. TakaoNagaji,Departm e ntof OrthopedicSurgery,
Scho olof Medicin e, Ka n aza w at hiversity, Ka n aza w a920- J･ Ju zen Med. ,90, 397 M 4 17(19 81).
Key w ords: Hypertr ophy ofthe Fe moralHe ad. ‡中PerPlasia ofthe Fe m oral Head.
Co x aMagna.
A bstra(:t
Su rgic al talc (Gro upI) o r c odrliv er oil(Gr oupII) was咄 ected intra- articularlyinto the hip
joh tof in fantile rab bits.
1 ･ Hy pe rtrophy of t he fe m o ral head w as obser ved in 1 20f 2 1anim als(5 7%)in GroupIa nd
in7 0f 1 7a nim als(4･1%)in GroupII. T hein cr ea se in t he c a vity dia m ete r ofa cetabula r ro ofw as
Obs e rv ed in 1 4a nim als(6 7%)in Gr o upI a ndin 7 a nim als(4 1%)in Gr o up Ⅱ. T he co rr elation w as
Obs e rv ed betw e e nhype rtrophy of t he fem o ralhead and the c a vity diam ete r of ac etabula rr oof
(GroupI, r= 0.7 3;Gr o up Ⅱ, r = 0.86).
2･ As fo rt he hype rtr ophy of t he fem o ral he ad, itw as c on且r m ed thr o ughthe r oentgeno-
graphy e xamin atio n that the c artilagin ou s head of the fe m u r w as 血st e nlarged and t he n the
O SS eOu She ad of t he fe m u r w a s e nlarged.
3. Histologic al a nd histo che mic alstudies o nt he GroupIa nd Gr oup Ⅱ show ed that the cluste r
fo r m atio n of c a rtilage c e皿s w a sin the layer ofarticula r c artilage s. T he c artilage matrix in the
Clu ste rregio n w a str o ngly stain ed withsafr anin- 0 , the inc r e a s e ofgluco sa min oglycan being
n oted.
4. T he hy pe rtr ophy of the fem o r al head,indu c ed by an inje ctio n ofsu rgical talc o rcod一並ver
Oil
,
W aS att ri butable to the d irect effe ct ofsurgical talc or c od-liv er o皿 o nt he articular c artilage
r athe rt ha nto in c r e a sed blo od stream c a u s ed by syn o vitis. Infus ed s u rgical t alc o r cod-1iver oⅡ
C a u S ed v a rying degr e e s of dege n erativ e ch ange Sin ca rt 皿age c ens, S u Ch asclu ste rfo r m atio n. If
the degr e eof degen e ratio nislo w, Ca rtilage c ellsin the cluste r r egion pr odu c e m u chglu c osa min0 -
glyc an, Which r epairst he c a rtilage m atrix ･ In the pr o c e s s of its r epair m e nt, the c a rtilage layer
increa s ein wid th
,
a nd in tu rn
,
hy pe rtr ophy of thefem oral head o c cu r s･ If the degre e of dege n e r
-
atio nis high, the fe ed ba ck syste m betw e e n c atabo止sm and a n abolis m of the c a rt皿age matrixi$
broke ndo wn , Wit h t he re sulta nt destru Ctiv eprogr e ssofcartilage s.
5･ T he c o nta min ation wit h fo r elgn S ubsta n c e o n ope ratio n and theinjection ofc odqliv e roila s
the tre atm e nt fo rPe rthe s sdise ase in voIv ethe risk of the enla rge m e nt o rthe destru Ctio nin the
he ad of t he fe m u r
,
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